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※講習の詳細は後日お知らせします
フォークリフトを運転されない方も学べる機会になるので、ぜひご参加をお待ちしています！

告知

6 月 24 日（火）にURAYASU舞STUDIOにて安全大会を開催し、
協力会社の皆様と東京社員合わせて総勢 83名にご参加いただきました。東京

安全講話開催概要
01. 安全講話
02. 事故報告・通達事項
03. 安全講話『墜落落下防止措置 / 熱中症対策』
04. VR体感

事故報告・通達事項

社長から安全衛生向上委員会設立の経緯と、安全を守るための今後の課題について
お話をしていただきました。安全はお互いの思いやりであり、安全時間の確保を
業界全体で考えなければいけないと強く呼びかけました。
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東西含めた一年間の統計をもとに事故報告を行いました。
年間を通して注意不足が原因で起きた事故が多く、そこから得られる
教訓を忘れずに日々の業務に取り組む大切さを確認できました。

安全講話
『墜落落下防止措置/熱中症対策』
株式会社杉孝 足場安全コンサルティング課 高橋知也様をお招きし、
法令改定による熱中症対策と墜落防止器具について、実際の災害事例の動画を
活用しながら実状に沿ったご説明をしていただきました。
今回お聞きした具体的な対策を元に、適切に器具を取り扱い夏の繁忙期を乗り越えましょう！

VR体感

VR体感参加者の声
高い場所ではアンチの幅がかなり狭く感じ、恐怖を身をもって知りました。

VRと実物の足場機材を併用し、安全帯なしで高さ20Mの足場に置いてある
ブレスを跨いで渡り落下するという体験を実施。
危険行動を行わないことが１番の安全対策であると学びました。

高所作業をする方 へ々の尊敬の念がさらに深まりました。

導線にモノが落ちている時は、面倒臭がらずに導線確保を優先していきます。

令和 7年度

本誌は、中央労働災害防止協会が発行しており、労働者の安全と健康を守るための
最新情報やより良い労働環境づくりの具体案など、安全と健康にフォーカスした内容を

掲載しています。今回は「紹介します! 安全・健康職場」の記事にて
本委員会発足の経緯と活動実績が紹介されています。　

東京本社とURAYASU舞STUDIOに冊子を設置しましたので、ぜひご覧ください。

月刊誌 『安全と健康』 で本委員会を取り上げていただきました！
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